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サハリン中・南部の針葉樹林のうちこれまでほとんど記載されていなかった南東部の湿性

地に成立するアカエゾマツ林(アカエゾマツ林，アカエゾマツーグイマツ林，アカエゾマツーハ

イマツ林)およびグイマツ林，中西部山岳地のエゾマツ， トドマツ林について帯状区法を用い

て種構成と構造の調査を行なった。北限付近に位置するサハリンのアカエゾマツ林に関する詳

しい記載は戦前戦後を通じて初めてのものであり，グイマツ林も南限付近に成立する優良林分

である。
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1.はじめに

サハリンの森林についてはすでに戦前日本時代の各大学演習林や国有林の研究調査記録は

あるが，戦後の森林の状況はソ連の調査研究記録も少なく， 40年余の間知られていなかった。

著者らは中部のシュミット線以南の森林を 1988~89 年にかけて 2 度概査する機会を得た(春木

・松田1991)。これに次ぐ1990年と翌1991年の調査は文部省海外科学研究調査費(代表，北海

道大学農学部演習林藤原混一郎教授， No.02041006)により行なわれ，世界での分布の北限にあ

たる，南東部のアカエゾマツ (Piceaglehnii MASTERS)分布地やサハリンでの南限付近にあた

るグイマツ (Larixgmelini GoRDON var. japonica REGEL)林の森林構成状況を調べ，さらに

旧日本領北西部のエゾマツ， トドマツ林の森林構成状況をも調べることができた。それらは，

これまでの旧日本時代の研究調査からは場所的にもはずれ，森林構成の内容は十分に得られて

いなかった。また，アカエゾマツの林木としての北限界は，これまで舘脇 (1943)によるとサ

ハリン南部の北緯46度48分，東経142度37分とされ，低地湿原に分布するアカエゾマツの簡

単な分布地図と組成や生育状況の記載があった。今回の調査では上述の北限より若干南側だが

北緯46度36分，東経143度20分付近で，分布地図にプロットされていないが，山腹ないし稜

線上平坦部にも分布していることがわかった。本報告では以上の森林の種構成と構造について

報告する。

なお，本研究を進めるにあたり，現地森林調査に便宜を計っていただいたサハリン州林業

局のGennadyA. CHEKURDAEV氏はじめ， Nikolai N. KOPEIKIN氏， Boris A. OSINOVETS 

氏，さらに現地で親身な通訳と調査行動の手助けをしていただいた平山都夫氏ならびに金 竜
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鶴氏に深甚なる謝意を表する。また，森林計測に際しては，調査を共にした向上の海外科学研

究調査隊長の藤原混一郎氏はじめ，石城謙吉氏，清水 収氏，佐藤冬樹氏および今井直樹氏の

北海道大学メンバー諸氏にお力添えをいただいた。併せて厚くお礼申上げる次第である。

2. 調査地の概要

サハリン南東部のアカエゾマツ林は内陸湖である和愛(ロシア語でヴァヴアイスコエ)湖

の東方~南東方で遠淵湖との間あるいはオホーツク海との聞に広がる低湿地(海抜高 5~10m)

にほとんどが分布し数百haの面積を占め，他にここから延びる北東部(富内 トウナイチャー

湖の東方〉の低丘陵地~山麓下部に散在する地形的に低平な湿地群にもみられ，数 ha~数 10ha

の広がりをもっ。前者の湖周辺の森林はアカエゾマツを主として所によってグイマツ， トドマ

ツ，エゾマツの針葉樹を上~下層にまじえる。落葉広葉樹はナナカマドをまじえる程度である。

林床はイソツツジを主体にリシリビャクシン， ヒロハコケモモ，オオパスノキ，グマイザサな

どの低木類が顕著であり，草本類としてはスゲ類，ゴゼンタチパナ，マイヅルソウ，イワノガ

リヤスなどが顕著にみられる。

サハリン中西部のエゾマツ， トドマツ林は山岳地帯に広く分布しており，河岸のドロヤナ

ギ，ケヤマハンノキ林やヤナギ林，山腹上部のダケカンバ林やハイマツ林を除き，欝蒼とした

亜寒帯針葉樹林を形成する。上，中，下層のほとんどはエゾマツ， トドマツの両種が占めてお

り，下層にはオガラパナ，ナナカマド，クロウスゴ，クロツリパナなどがみられる。うっ閉度

の強さにより林床植物は趣をやや異にするが，クロウスゴ，ゴゼンタチパナ，シラネワラビ，

ウサギシダ，イワノガリヤス，スゲ類，リンネソウ，マイヅルソウなどが比較的多くみられる。

3. 調査方法

サハリンを便宜的に区分し，北緯 48~51 度を中部， 48度以南を南部と呼ぶ。著者らは行動

経路沿いの様々な優占種からなる天然林に任意の大きさの調査区を設定し，定量的定性的な調

査を行なった(図-1)。対象としたのは約1ha以上の広がりを有する，優占種(単一種が優占

する場合〉または優勢種(1種または 2~3 種の樹種が優勢な場合〉が主要種として上層を構成

し，周囲とは明らかに異なるひとまとまりの森林相をなす部分で，これらの主要種名を林名と

した。構成樹木の樹高が大きくグループをなして，樹冠の層位の異なっている場合は"一"を

用い， 2~3 種の上層優占種を有する場合は"・"を用いて表現した(五十嵐 1986)。サハリン

南東部のアカエゾマツ林，グイマツ林についてはアカエゾマツ林，アカエゾマツーグイマツ林，

アカエゾマツーハイマツ林，グイマツ林を認め，中西部ではエゾマツートドマツ林を認めた。

これらの5林分について， C5mX40m)~C5mX50m)の帯状調査区を設定し，樹種，サイズ，

個体数，出現植物の優占度等をできるだけ詳しく測定記録し，種構成と構造の内容を調べた。

高さ 2m以下の林床植物の調査は，帯状区の基線(長軸〉に沿って5mx5mの小方形区を区画
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50. 

46. 

4・ 143・E.

図-} 調査地位置図

Fig. 1. Area and plots investigated. 

し，それぞれ種類と被度を測定した。被度は5階級に分け， 5=1~3/4， 4=3/4~1/2， 3=1/2~1/ 

4， 2 = 1/ 4~ 1/10， 1 = 1/10以下，+=徴小の基準で測定し，林床植物一覧表においては，生活型

によって大別し，それぞれの植物種毎に相対被度 CRelativecover; RC)を算出し，総合優占

度 CCoveragevalue; C. V.)および出現頻度 CFrequency;F)階級 CV:>80%， IV: 60<孟

80%， III: 40 <孟60%，11: 20<孟40%，1:孟20%)を求め，それらの大きい順に配列した(生
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表-1 プロット調査結果の要約

Table 1 Quantitative summary of 5 plots investigated 

階層型
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主要林

床植物

Floor 

最大胸高

直径 D
max.Ccm) 
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Cm) 

胸高断
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Note; 1. Forest type; III: multi-storied forest， N: needle-leaved forest， D: dense forest， S:田 mi-denseforest， H3: mean height-class of 
upper trees~20 m 
2. TTS: No. of tall tree species， Ind.: No. of individuals over 0.1 m in height， S. V.: Stem volume， BA: Ratio of basal area， Hmax.: 
Maximum tree height， Dmax: Maximum diameter at breast high， Floor: Major fioor plant sp伐 ies，S. T.: Stratification type CITO 
1979) 
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グロウスゴ Vacciniumoval;伯lium
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-2層はアカエゾマツ 10個体にトドマツ 1個体がまじる。第11層，第皿層は3種がほぼ同程度

トドマツ 10個体に比ベグイマツは3個体とにみられるが，第IV層ではアカエゾマツ 15個体，

アカエゾマツ上木の根際など相対的に水位の低い箇所はアカ

-
ミ
芸
品
時
匂

su-ph同
O
訪
山
』
。
同

u
g
g
ぢ

8
5お
岩
U

S

[
同

O
L凶
]
・
N

・
切
出

図
訟
制
限
韓
b
u吋
持
制
N
4
詐
蕊
@
[
H
O
内
出
]
凶
桝
鰹
h
m
葉、
n
p
k
λ
同

夜

ト

N

図

かなり少ないのが特徴的である。

ーー



サハリン中・南部における針葉樹林の種構成と構造(春木・松田〉

表-2 アカエゾマツ林調査区 [BPG1]の樹高階別本数表

Table 2 Number of trees in height c1asses in the belt-transect [BPGl] of pi・ceagleh. 
nii forest 

樹高 Height (m) 0.1 1.3 2 4 6 8 10 12 14 18 

樹種 Species 1.3 2 4 6 8 10 12 14 16 20 

アカエゾマツ Picea glehnii 10 5 3 3 3 2 2 2 6 1 
トドマツ Ab的 sac.加linensis(A) 7 3 3 6 2 。。。l 。
グイマツ Larix grlU!lini var. jato悦ica(L) l 2 6 4 。。。。。。
ぷ日込 計 Total 18 10 12 13 5 2 2 2 7 1 

表-3 アカエゾマツ林調査区 [BPG1]の胸高直径階別本数表

Table 3 Number of trees in diameter at breast high c1asses in the belt-transect 
[BPG1] of Picea glehnii forest 
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合計

Total 

37 

22 

13 

72 

胸高直径 DBH(cm) o 0.1 2 4 6 8 10 12 14 18 20 22 24 26 28 32 36 38 42合計

樹種 Species 2 4 6 8 10 12 14 16 20 22 24 26 28 30 34 38 40 44 Total 

アカエゾマツ Picea glehnii 10 0 5 4 0 2 022311111111  

トドマツ Ab附 sachalinensis 7 2 3 0 1 5 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 

グイマツ Larなgmelinivar. japonica 1 2 72100000000000000  
l同h 計 Total 18 4 15 6 2 7 3 1 2 2 3 1 2 1 1 1 1 1 1 

表-4 アカエゾマツ林調査区 [BPG1]の林床植物一覧表

Table 4 Cover degree and frequency of the floor plants in the belt-transect [BPG1] 
of Picea glehnii forest 

37 

22 

13 

72 

距離Distance(m) 。10 20 30 40 頻度総合優占
植物種 Species 5 15 25 35 45 F. 度 C.V.

アカエゾマツ 万'ceaglehnii 1 1 l 1 lV 400 

トドマツ Abies sac加linensis 1 1 II 200 

グイマツ Larix gmelini var. japonica 1 . 
(H1.2m) 

I 100 

ナナカマド Sorbus commixta 1 100 

イソツツジ Ledum仰lustrevar. diversipilosum 1 3 5 4 5 V 5，600 

ヒロハコケモモ Vaccinium vitis-idaea 1 2 1 1 1 V 750 

リシリビャクシン Juniperussibirica ・ ・ 1 ・ 1 m 300 
ヤチヤナギ Mirica gale 1 ・ 1 ・ II 200 

エゾツツジ R加dodendr.仰 camおchaticum ・ ・ 1 ・ ・ 100 

オオパスノキ Vacciniumsmallii 1 ・ ・ ・ ・ 100 

ツノレツゲ Ilexrugosa 1 ・ ・ 100 

マイヅノレソウ Maianthemum dilatatum 3 2 1 1 1 V 1，400 

ゴゼンタチパナ Cornus canadensis 2 2 1 1 1 V 1，00。
スゲ白rexsp. 2 1 1 2 1 V 1，000 

エゾマツ中，下層木やトドマツ下層木が多くみられ，グイマツは水位が高い部分の凸地でその

中でもやや低い所を，アカエゾマツはやや高い所を占めている。胸高直径サイズでは14cm以

上の個体は全てアカエゾマツが占め， トドマツ，グイマツはそれ以下の小径級個体である。各

樹種を比較すれば，胸高断面積合計に占める比率はアカエゾマツが大部分の 87.2%を占め，以
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下トドマツ 11.8%で，グイマツは1.1%を占めるにすぎない。林床植物はイソツツジが優占し

ているが，他にマイヅルソウ，ゴゼンタチパナ，スゲsp.，ヒロハコケモモが比較的多くみられ

る。全体として，各階層を構成する樹種や個体数の上からもかなり安定したアカエゾマツ林分

である。

b. [BPG 2]アカエゾマツーグイマツ林(5x 40) m2， N 323' E，傾斜はー2.5・，胸高断面積

比 (BA，%) 0.35: 1991年7月26日調査:

和愛湖の南側，オジェルスキーからオホーツク海岸を東~南東に走る車道沿いに成立する

アカエゾマツを上層に，中下層にグイマツが分布する林分に調査区を設定した。標高は約5m

で，和愛湖に向いた幾つかの小沢の上部にあたる，やや水位の低いほぼ平坦地に成立している。

樹高 16m，胸高直径38cmに達し，本数密度も 2，950本/ha(樹高1.3m以上の生立木〉とか

なり密である。本調査区の林木配置と樹冠投影を図示すると図-3，樹高階別本数表，胸高直径

階別本数表，林床植物一覧表を示せば表-5，表-6，表-7のようである。高木種はグイマツ，

トドマツをまじえた3種であるが，第1-1層はアカエゾマツにグイマツ 1個体をまじえる。第

1-2層はアカエゾマツにグイマツ， トドマツをまじえる。第11層，第皿層ともアカエゾマツも

みられるがグイマツが多数を占め， トドマツを欠如する。第IV層でもアカエゾマツ 5個体， ト

図-3 アカエゾマツーグイマツ林分調査区 [BPG2]の樹幹位置および樹冠投影図

Fig.3. [BPG2] belt-transect in the Picea glehnii-La市 gmelinivar. j，ψonica stand. 
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ドマツ 7個体に比ベグイマツは16個体とかなり多いのが特徴的である。アカエゾマツの中下層

木やトドマツ下層木はアカエゾマツ上木の根際など相対的に水位の低い箇所に多く，グイマツ

は水位が高いほぼ平坦な部分にもみられる。胸高直径サイズでは24cm以上の個体は全てアカ

エゾマツが占め，グイマツ， トドマツはそれ以下の中・小径級個体である。各樹種を比較すれ

表-5 アカエゾマツーグイマツ林調査区 [BPG2]の樹高階別本数表

Table 5 Number of trees in height c1asses in the belt-transect [BPG2] of Picea gleh-
nii and Larix gmelini var_. japonica forest 

樹高 Height (m) 0.1 1.3 2 4 6 8 10 12 14 

樹種 Species 1.3 2 4 6 8 10 12 14 16 

アカエゾマツ Picea glehnii 5 。2 3 1 。1 2 4 
グイマツ Larix gmelini var. jcψonica(L) 8 8 11 17 3 2 1 。1 
トドマツ Abies sachalinensis (A) 6 1 。。。。1 。。
ぷ口与 計 Total 19 9 13 20 4 2 3 2 5 

表-6 アカエゾマツーグイマツ林調査区 [BPG2]の胸高直径階別本数表

Table 6 Number of trees in diameter at breast high c1asses in the belt-transect 
[BPG2] of Picea glehnii and La市 gmelinivar. jゆonicaforest 

合計

Total 

18 

51 

8 

77 

胸高直径 DBH(cm) o 0.1 2 4 6 8 10 12 16 22 28 32 34 38 合計

樹種 Species 2 4 6 8 10 12 14 18 24 30 34 36 40 Total 

アカエゾマ 'J pi・口'eaglehnii 5 。2 I l 1 。1 1 。3 1 1 1 
グイマッ μrixg脚 linivar. j，ゅonica 8 12 12 11 1 2 3 1 。l 。。。。
トドマツ Abおsachal抑制 6 l 。。。。。。I 。。。。。
l口h 計 Total 19 13 14 12 2 3 3 2 2 l 3 I 

表-7 アカエゾマツーグイマツ林調査区 [BPG2]の林床植物一覧表

Table 7 Cover degree and frequency of the floor plants in the belt-transect [BPG2] 
of Picea glehnii and La市 gmelinivar. j，ゆonicaforest 

18 

51 

8 

77 

距離 Distance (m) 。5 10 15 20 25 30 35 頻度総合優占
植物種 Specie渇 5 10 15 20 25 30 35 40 F. 度 C.v.

グイマツ Larix gmelini var. j，ゆonica 1 1 1 1 1II 250 

トドマツ Ab加 sachaline事官邸 l 1 1 II 188 

アカエゾマツ 万ceaglehnii 1 63 

イソツツジ Ledum palustre var. diversipilosum 5 5 5 5 5 5 5 5 V 8，750 
ヒロハコケモモ Vaccinium vitis-idaea 2 1 1 1 1 1 1 1 V 656 
リシリピャクシγ Juniperus sibirica 1 1 1 1 1 1 1 1 V 500 

オオパスノキ Vaccinium smallii + 1 II 63 

クロウスゴ Vaccinium ovalifolit仰 1 I 63 

クマイザサ Sasas仰 anensis + 1 1 1 1 1 1 1 V 438 

マイヅノレソウ Maianthemum dilatatum 2 1 1 1 1 1 + l V 594 
ゴゼンタチバナ Cornus canadensis 1 1 1 1 1 1 1 1 V 500 

イワノガリヤス Cala押uzgrostislangsdorffii 1 1 1 1 1 1 1 + V 438 
リンネソウ Linnaea borealis + + + + . . . + IV 
スゲ白rexsp. + + 1 II 63 
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ば，胸高断面積合計に占める比率はアカエゾマツが大部分の 79.0%を占め，以下グイマツ

17.9%で，トドマツは3.1%を占めるにすぎない。林床植物はイソツツジが優占しており，他に

ヒロハコケモモ， リシリビヤクシン，マイヅルソウ，ゴゼンタチバナ，イワノガリヤス，さら

にクマイザサが比較的多くみられる。グイマツはアカエゾマツの樹冠の外縁部に小群を作って

みられるが，アカエゾマツの上~中層木個体数が少ないため，各所に散見される。今後，グイ

マツ個体の中上層への進出が増加してゆくものと予想される。

c. [BPG3]アカエゾマツーハイマツ林 C5X40)m2， N 103.5' E，傾斜は-1'，胸高断面積

比 CBA，%) 0.34: 1991年7月27日調査:

オジェルスキー(長浜〉の町から和愛湖の東側丘陵~山腹を通ってスヴォボドノエ(東幌

泊〉の村に抜ける山道沿いに，所々のほぼ平坦な部分に成立するアカエゾマツが上層に，中下

層にハイマツの優占する林分に調査区を設定した。標高は約60mで，湿原とやや盛り上がった

周縁部に林分が成立している。樹高 16m，胸高直径39cmに達し，本数密度は1，800本/haC樹

高1.3m以上の生立木)で [BPG1]， [BPG 2J両調査区にはやや及ばないが密である。本調

査区の林木配置と樹冠投影を図示すると図-4，樹高階別本数表，胸高直径階別本数表，林床植

図 4 アカエゾマッ ハイマツ林分調査区 [BPG3Jの樹幹位置および樹冠投影図

Fig. 4. [BPG 3J belt-transect in the pi・ceaglehnii-Pinusρumila stand. 
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ト

ドマツをまじえた3種であるが，第1-1層はアカエゾマツ 1個体のみで，第1-2層はアカエゾ

マツ 14個体にグイマツ 3個体をまじえる。第11層，第阻層ともアカエゾマツのみからなり，第

IV層でアカエゾマツ 4個体にハイマツ 11個体，

物一覧表を示せば表-8，表-9，表-10のようである。高木種はアカエ、ノマツにグイマツ，

トドマツ 1個体をまじえる。樹高の高いアカエ

まゾマツやグイマツは前述の湿原周縁部の，相対的に水位の低いやや凸状地に多くみられる。

た中下層木はこれら上木の根際などやはり凸状地にほとんどが成立している。胸高直径サイズ

では，上中層木は約1O~20cm がほとんどを占めている。各樹種を比較すれば，胸高断面積合

計に占める比率はアカエゾマツが大部分の86.6%を占め，以下グイマツ 13.3%で，ハイマツは

0.12%と徴弱である。林床植物はイソツツジが優占するが， ヤマドリゼンマイもかなり多い。

ヒカゲノカズラ，さらにクマイザサが比較的

グイマツの後継樹はみられず，全体として，各階層を構成する樹種や個体数の

スゲsp.，ゴゼンタチバナ，他にヒロハコケモモ，

多くみられる。

上からもかなり安定したアカエゾマツ林分とみられる。

表 8 アカエゾマツーハイマツ林調査区 [BPG3]の樹高階別本数表

Number of trees in height c1asses in the belt-transect [BPG3] of pi・ceagleh. 
nii-Pinusρumila forest 
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表-9 アカエゾマッ ハイマツ林調査区 [BPG3]の胸高直径階別本数表

Table 9 Number of trees in diameter at breast high c1asses in the belt-transect 
[BPG3] of Picea glehnii-Pinusρumila forest 
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4. 1. 2. 

[BLG 4]グイマツーエゾマツ・トドマツートドマツーイソツツジ林(5x 50) m2， 

E，傾斜は-r，胸高断面積比 CBA，%) 0.83 : 1991年7月27日調査:

[BPG3]調査区からさらに北側に進んだ山道沿いのかなり平坦な湿地~弱湿地に成立する

グイマツが上層に，中下層にエゾマツ， トドマツの優占分布する林分に調査区を設定した。標

N 236' 

グイマツ林

d. 
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表-10 アカエゾマツーハイマツ林調査区 [BPG3]の林床植物一覧表

Table 10 Cover d昭reeand frequency of the floor plants in the belt-transect [BPG3] 
of Picea glehnii and Pinus pumila forest 

距離 Distance (m) 。υr
、，F
h
d

5 10 15 20 25 30 

10 15 20 25 30 35 

35 頻度総合優占

4o F. 度 S.v.

V 1，563 
63 

植物種 Species 

ハイマツ Pinus Jうumila
アカエゾマツ Picea glehnii 

2133211  

l 

イソツツジ Ledum palustre var. diversipilosum 3 3 4 2 3 5 4 3 V 4，750 
ヒロハコケモモ Vaccinium vitis-idaea 1 1 1 1 1 1 1 1 V 500 

オオパスノキ Vaccinium smallii l 1 1 1 1 IV 313 

リシリピャクシン Juniperus sibirica + 1 l 1 凹 188 

Pロウスゴ Vaccinium ovalifolium 1 1 11 125 
ーー--ー申-------ーーーーーーーーー』ーーーー』ーーーーーー』ーーー』ーーーーー-幽晶ー・ーーーーー晶由ーー・ー園陸白色ー---圃値晶』ーーーーーーーーーーーー・ーーーーー品世ーーーーー・ー“ーーー---ーーーー・直曲直』ー・・--ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

クマイザサ晶sasenanensis 1 1 1 1 2 1 1 V 594 

ゴゼンタチパナ Cornus canad，のおis 1 1 2 1 1 1 1 1 V 656 

スゲ白rexsp. 1 1 1 1 1 1 1 V 438 

イワノガリヤス Calamagrostis langsdorL形 l 1 1 11 188 

ワタスゲ Eriothorum v伊 natum 1 1 1 11 188 

マイヅルソウ Maianthemum dilatatum + 1 11 63 

ミツパオウレン Cottis trifolia 1 63 
ー-ーー.由』ーーー』ー--ーーー--ー-ーーーーーーーーーーーーー曲ー』ーー晶画曲目ーーー』ーーーーーー_.幽晶ーーー』ー自由ーーーーーーー』ーーーー』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.幽ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーー

ヤマドリゼンマイ αmundacinnamomea var. fok伝nsis 5 3 1 2 4 3 3 2 V 3，781 
ヒカゲノカズラ Lycotodium clavatum 1 1 1 1 1 1 IV 375 

高は約40mである。樹高 23m，胸高直径 78cmに達し，本数密度は2，360本IhaC樹高 103m

以上の生立木〉とかなり密である。本調査区の林木配置と樹冠投影を図示すると図-5，樹高階

別本数表，胸高直径階別本数表，林床植物一覧表を示せば表-11，表-12，表-13のようであ

る。高木種はグイマツにエゾマツ， トドマツをまじえた3種で，ナナカマドはここでも第IV層

にしかみられなし、。第 1-1層はグイマツ 6個体全てが分布し，これにエゾマツ 1個体がまじる。

第1-2層はエゾマツ，トドマツ 2種だが，個体数ではエゾマツの5個体に対し，トドマツ 13個

体と圧倒する。第11層，第凹層ともトドマツのみからなり，第IV層でもエゾマツ 2個体，ナナ

カマド 5個体に対しトドマツは22個体と大半を占める。これらエゾマツ，トドマツの上~下層

木はほとんどがグイマツ上層木の根際から樹冠周縁部にかけて多く，ほぽ群状にみられる。胸

高直径サイズでは，グイマツは全て 36~78cm で大径木が顕著である。エゾマツはこれに次い

で 14~42cm の範囲にみられる。トドマツは 22cm 未満の個体からなり，各径級に分布する。

各樹種を比較すれば，胸高断面積合計に占める比率はグイマツが過半の 63.2%を占め，以下ト

ドマツ 22.8%，エゾマツ 14.0%となる。林床植物はイソツツジが優占し，スゲ sp.もかなり多

い。他にオオパスノキ，クロウスゴ，ゴゼンタチバナが比較的多くみられる。うっ閉度がある

程度高いためにグイマツの後継稚樹はみられず，今後トドマツが上，中層へ進出してゆくもの

と予想される。
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図-5 グイマツ林分調査区 [BLG4Jの樹幹位置および樹冠投影図

Fig. 5. [BLG 4J belt-transect in the Larix gl仰 linivar. jatonica stand. 

表-11 グイマツ林調査区 [BLG4]の樹高階別本数表

Number of trees in height classes in the belt-transect [BLG4J of Larix 
gmelini var. jatonica forest 
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表-13 グイマツ林調査区 [BLG4]の林床植物一覧表

Table 13 Cover degree and frequency of the floor plants in the belt-transect [BLG4] 
of Larix gmelini var. japonica forest 

距離 Distance (m) 。10 20 30 40 頻度 総合優占
植物種 Species 5 15 25 35 45 F. 度c.V. 

トドマツ Abies sac加lin仰 sis 1 1 1 1 1 V 500 

ナナカマド Sorbus commixta 1 1 11 200 

エゾマツ Picea jezoensis 1 100 

イソツツジ Ledum palustre var. diversiPilosum 4 4 5 5 3 V 6.750 

オオパスノキ Vaccinium smallii 1 1 1 1 IV 400 

クロウスゴ Vaccinium oval;約lium 1 1 1 1 IV 400 

イワツツジ Vacciniumρraestans 1 1 11 200 

ヒロハコケモモ Vaccinium vitis-idaea 1 100 

スゲ Carex sp. 1 1 2 1 4 V 1.900 
ゴゼンタチパナ Cornus canadensis 1 1 1 1 1 V 500 

イワノガリヤス Calamagrostis laηgsdorJ.形 1 1 1 . . III 300 

マイヅノレソウ Maianthemum dilatatum + 1 1 III 200 

ミズバショウ Lysichiton camおchatcense 1 . I 100 

4. 2. 中部のエゾマツ， トドマツ林

e. [B町 5]エゾマツートドマツーゴゼンタチパナ・クロウスゴ林 C5X40)m2， N68'E， 

傾斜は-36.5'，胸高断面積比 CBA，%) 0.51 : 1991年 7月31日調査:

サハリン中部のスミルヌイフ(気屯)市から西へ，幌内川の支流オロロフカ)11C気屯)11)

を遡るとエゾマツ， トドマツ林が広く河岸から山腹上部にかけて広がる。さらに峠(岡本峠)

をこえて間宮海峡に注ぐヒ・ルヴォ川上流部左岸に向いた急な山腹斜面下部に成立するエゾマ

ツ，トドマツ林分に調査区を設定した。標高は約370mで傾斜約37・と急である。付近にはエゾ

マツ上層木の枯立木が散見される部分である。樹高 25m，胸高直径67cmに達する。本数密度

は1.200本/haC樹高1.0m以上の生立木〉と今回の他調査区に比べればかなり少ないが，強く

うっ閉しており林内は暗い。本調査区の林木配置と樹冠投影を図示すると図-6，樹高階別本数

表，胸高直径階別本数表，林床植物一覧表を示せば表一14，表-15，表-16のようである。高

木種はエゾマツ，トドマツの2種に，下層にダケカンパを加える。第 1-1層はエゾマツのみか

らなり，第Iー2層はエゾマツ 1個体に対しトドマツ 7個体と圧倒的に多し、。第11層，第凹層は

エゾマツ， トドマツ両種が少数みられ，第IV層ではエゾマツ 3個体， トドマツ 7個体，ダケカ

ンパ 1個体となっている。高さ 1m未満の個体数は， 20cm以上がエゾマツ 59個体と約7割を

占め，トドマツ 23個体，ナナカマド 3個体の順である。 20cm未満の個体数はエゾマツが40個

体と大部分を占め，残りはトドマツ 3個体にすぎない。中・下層木はエゾマツ， トドマツとも

エゾマツ上層木個体の根際や腐朽倒木上にほとんどが集中している。

胸高直径サイズでは26cm以上の個体は全てエゾマツが占めるが， 50cm以上の大径木は

1個体(注:枯立木が他に1個体みられる)と少ない。トドマツは26cm未満と小さなサイズに
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図 6 エゾマツートドマツ林調査区 [B町 5Jの樹幹位置および樹冠投影図

Fig. 6. [B町5Jbelt-transect in the forest of Picea jezoensis and Abies sachalinensis. 

表-14 エゾマツートドマツ林調査区 [BPJ5Jの樹高階別本数表
Table 14 Number of trees in height c1asses in the belt-transect [BPJ5J of Picea jezoensis and Abies 

sachalinensis forest 

樹高 Height(m) 1.0 1.3 2 4 6 8 10 12 14 16 20 22 24 合計

樹種 Species 1.3 2 4 6 8 10 12 14 16 18 22 24 26 Total 

エゾマツ Pic，ωjezoensお(P) (1) I 。。 。 2 J(O 11(2) 
トドマツ Abies sachalinensお 4 2 (1) 1(1) (1) I 2(1) 3 。。。。17(4) 
ダケカンパ Beωla ennanii(B) 。 。。。。。。。。 。。
三ロh 計 Total 5 6 3(1) J(2) 1 (1) l 2(1) 4 2 1(1) 29(6) 

Note; ( 〕内は枯死個体数で外数， ( ) : number of dead individuals 

分布する。胸高断面積合計に占める比率はエゾマツが大半の79.0%を占め，残りはトドマツ

21.0%である。林床植物はゴゼンタチパナとクロウスゴが共優占し，他にウサギシダが比較的

多くみられ，マイヅルソウ，シラネワラピ， コミヤマカタバミなども多くみられる。各階層を

構成するエゾマツ， トドマツ 2樹種の個体数や寿命から，さらにこの調査区一帯でみられるよ
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表-15 エゾマツートドマツ林調査区 [BPJ5]の胸高直径階別本数表

Table 15 Number of trees in diameter at breast high c1asses in the belt-transect 
[B町5]of Picea jezoensis and Ab的 sachalinensisforest 

胸高直径 DBH(cm) o 0.1 4 6 8 w u ~ w ~ u a w ~ W % W 合計
樹種 Species 2 6 8 10 12 16 18 22 24 26 30 32 40 42 48 68 Total 

エゾマ 'J Picea jezoensお 2 o 1(1) 0 。。。 。 1 1(1) 11(2) 

トドマツ Abies sachalinensis 4 3 2 (2) 1 。2 2(1) 1 。(1)0 。。 17(4) 
ダケカンパ Betula e1明anii 。 。。。。。。。 。。。。。。。
三ロ為 計 Total 5 6 2 1(3) 1 2 2(1) 1 2 1 1(1) 1 1 (1) 1 29(6) 

表-16 エゾマッ トドマツ林調査区 [BPJ5]の林床植物一覧表

Table 16 Cover degree and frequency of the floor plants in the belt-transect [B町5]
of Picea jezoensis and Abies sachalinensおforest

距離 Distance (m) 。5 10 15 20 25 30 35 頻度総合優占
植物種 Species 5 10 15 20 25 30 35 40 F. 度 C.v.

エゾマツ f￥cea jezoensis 1 1 1 1 1 1 1 V 438 

トドマツ Abies sachalinensis 1 1 1 1 1 1 1 V 438 

ダケカンパ Betula ermanii 1 63 

ナナカマド So，"，仇tscommixta 1 63 

クロウスゴ Vaccinium ovalifolium 1 4 2 4 3 2 2 2 V 2，969 

ゴゼンタチバナ Cornus canadensis 3 3 2 1 2 3 3 4 V 3，156 

マイヅノレソウ Maianthemum dilatatum 1 1 1 1 1 1 1 + V 438 
コミヤマカタバミ Oxalゐacetosella 1 1 1 1 1 + + V 313 
リンネソウ Linnaea borealis 1 1 1 1 1 1 IV 250 

ヒメノガリヤス Calamagrostis抑制 1 1 11 125 

イワノガリヤス 白 lamagrostisla昭sdorffii 1 63 

スゲ Carex sp. 1 1 l l 凹 63 

ヒメイチゲ Anemone debiliゐ + + 十 + + W 

エゾイチゲ Anemone yezoensis + + 11 

コイチヤクソウ 丹rolafaurieana 十 + 11 
ーーーーー帽ー・ーー曲ーーーーーーーー-----ーーーーーーーーー-ーーーーーーーー『・ーーーーーーーーーーー『・・・・ーーーーーーーーー，・ーーー・ーーー--ーーーー帯ーー・ーーーーーーーーー-ーーー・ーーーー---ーーーーーーーーーーー・世』戸ーー----ーーーーーーーー

ウサギシダ 向抑制caゆiumd:ηopteris 2 l 2 2 1 2 1 1 V 1，125 

シラネワラビ Dηゅterisexpansa 1 1 1 1 1 IV 313 

うなエゾマツ大径木の根返り状況が起れば，一時的にトドマツが上層で優勢になるとみられる

が，やがて再びエソ'マツが盛返すような繰返しによって現在のような相観的に安定した林分と

なるものと予想される。

以上，各調査区の樹高階別本数分布図および胸高直径階別本数分布図を視覚的に比較しや

すいように示すと図-7，および図-8のようである。
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図-7 5調査区の樹高階別本数分布図

Fig. 7. Frequency distribution of trees in each grade of tree height in 5 plots investigated. 
Note; As ・トドマツ Abiessac加linensis，Lg:グイマツ Larixgmelini var. japonica， Pg: Picea 
glehnii， Pm:ハイマツ Pinusρumila，Pj:エゾマツ Piceajezoensis， Sc: ナナカマド So~伽s com-

mixta， d:枯死個体 deadtree 
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図-8 5調査区の胸高直径階別本数分布図

Fig. 8. Frequency distribution of trees in each grade of breast~height diameter in 5 plots 
investigated. See Fig. 7. 

5.考察

5. 1.種構成

アカエゾマツ林では，アカエゾマツ イソツツジ林，アカエゾマツーグイマツーイソツツ
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ジ林，アカエゾマツーハイマツーイソツツジ林の3タイプの林分が認められ，調査を行なった。

サハリン南東部の和愛湖周辺のアカエゾマツ林については旧く，舘脇・山中(1938)が湿潤地

でのアカエゾマツーグイマツ基群集(林床はヤマドリゼンマイ，イソツツジ，コケモモが多い)，

やや乾燥地でのアカエゾマツートドマツ基群集(林床はゴゼンタチパナが多し、)について簡単

に記載をしている。今回の3タイプのアカエゾマツ林の調査から，上層を構成する樹種はアカ

エゾマツの他トドマツ，エゾマツ，グイマツの3種に限られていた。北海道内では高木種であ

るナナカマドも出現するが，下層に分布するだけである。このように，アカエゾマツ林では中，

上層の出現種は針葉樹に限られ，北海道内にみられるイタヤ類， コシアプラ，シウリザクラな

ど温帯性樹種を全くといってよいほど欠いている。アカエゾマツとハイマツの結び付きは，北

海道内では阿寒地方のアトサヌプリ火口原，噴気口跡地，雌阿寒岳山麓などの火山性地(五十

嵐 1986)や道北地方の北海道大学中)11・天塩両演習林における宗谷丘陵南部稜線部の蛇紋岩地

帯を除けば，高山湿原に専らみられるもので，サハリンで海抜60mほどの低湿地に分布するこ

とは非常に興味深い。低木類ではハイマツ，イソツツジ， リシリピャクシン，ヤチヤナギや，

ヒロハコケモモ，エゾツツジ，オオパスノキ，グロウスゴなどのツツジ科植物が多く，他にオ

ガラパナ，ホロムイツツジ，ホザキナナカマド，オオツリパナも場所によってみられるなど種

類が多い。林床植物ではほとんどイソツツジが優占しており，所により， リシリビャクシン，

ヒロハコケモモ，マイヅルソウ，ゴゼンタチパナ，スゲ類，イワノガリヤス，ヤマドリゼンマ

イなども多く，クマイザサがみられることもある。

グイマツ林では，アカエゾマツやハイマツはみられず， 1-2層(亜高木層〉でエゾマツ，

トドマツが出現するが，ナナカマドは下層にみられるだけであった(注:海岸付近の低地グイ

マツ林ではハイマツを伴う箇所が多く観察される〉。トドマツが中，下層に多いのに比べ，グイ

マツの中，下層木が全くみられないのが特徴的である。林床植物は全体にアカエゾマツ林に類

似する。グロウスゴが優占し，スゲ類も比較的多くみられる。

サハリンにおけるグイマツ林に関する調査は，これまで山崎 (1934)が中部東側の旧京都

大学演習林内で、行ったものがよく知られている。河川沿いの低湿地(泥炭地)で行ない，林床

植物優勢種によって， (1)ヤマドリゼンマイ優勢区， (2)エゾグロウスゴ優勢区， (3)ミズノミショウ

優勢区， (4)ホロムイツツジ優勢区， (5)イソツツジ優勢区， (6)ヤチボウズ優勢区の 6区に分けて

いる。本調査区林分はこの中で(5)イソツツジ優勢区に相当する。しかし，山崎の(5)イソツツジ

優勢区のグイマツ個体が樹高 15~16 m，胸高直径 20~25cm に達している程度なのに対し，本

調査区では樹高22m，胸高直径78cmに及ぶなどサイズ規模でかなり勝っていることが分る。

これは本調査地が海岸付近から離れ，海風の影響が少なく，土壌は丘陵~山腹斜面のため厚く

泥炭地化していないことにもよると考えられる。山崎の(1)ヤマドリゼンマイ優勢区， (2)エゾグ

ロウスゴ優勢区， (6)ヤチボウズ優勢区では泥炭層の厚さが平均 40~111cmと， (5)イソツツジ優

勢区の 191cmに比べてかだり薄く，ここでは樹高，径級とも本調査区に十分匹敵している。環
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境条件の違いなど詳しい比較はできないが，著者らの今回の調査例は十分発達した山地部での

グイマツ林の生態調査のひとつの手掛りといえるだろう。

サハリン中西部のエソ。マツ， トドマツ林ではエゾマツ， トドマツのほかは少数のダケカン

パが上層に介在する箇所もみられる。しかし，ナナカマドは下層に他の低木種であるクロウス

ゴ，オガラパナ，クロツリパナなどと共にみられるだけである。林床植物はゴゼンタチパナや

クロウスゴが共優占し，シダ類やマイヅルソウもみられ，サノパリン南部の低地から山麓部のエ

ゾマツ， トドマツ林と種構成はほとんど変らない。

5. 2. 林分構造の特徴

林型は複層林が主体でエゾマツ， トドマツ林を除けば，アカエゾマツ林やグイマツ林では

上層が明瞭である。しかし，到達樹冠の階層構造の上からはL型CITO1979)となり，中下層の

個体数が多いことを物語っている。これまで，サハリンでは中部山岳地帯の風倒跡の一斉状更

新例を除き複層林が主体であり(山崎 1936)，今回の調査諸林分でも連続層林をなしており，

北海道の極相林で多いrL型がみられなかった。しかし，個別には，アカエゾマツ 3調査林分や

エゾマツ， トドマツ林で、は後継稚樹がみられ，連続更新を推定させるのに比べて，グイマツ林

で後継樹を欠如し，不連続更新を推定させるなど森林相による違いがみられた。これは，グイ

マツがアカエゾマツ，エゾマツ， トドマツなど常緑針葉樹と異なり，カラマツなどと同様に陽

性樹種であり，上層のうっ間後は稚樹の定着生育が困難なことによると考えられる。

上層木の樹高からはアカエソーマツ林の調査区[BPG1]， [BPG 2]， [BPG 3]ではグイマツ

林の 23mやエゾマツ，トドマツ林の 25mに比べ， 16~18m とかなり低かったが，湿地林であ

ることから北海道内の高山性湿地林と比べ，妥当な高さといえるだろう。胸高直径で怠樹高と

ほぼ同様のことがいえる。本数密度はアカエゾマツ林やグイマツ林でエゾマツ， トドマツ林よ

りかなり高く，相対的に中下層での個体数の豊富さを示している。稚樹の更新箇所は，エゾマ

ツ， トドマツ林では腐朽倒木上でむしろ多いのに対し，アカエゾマツ林やグイマツ林では上層

木個体の根際などの凸地に多いことが特徴的といえる。

6. まとめ

1. サハリン中・南部の針葉樹林のうちこれまでほとんど記載されていなかった南東部の

湿性地に成立するアカエゾマツ林(アカエゾマツ林，アカエゾマツーグイマツ林，アカエゾマ

ツーハイマツ林〉およびグイマツ林と中西部のエゾマツ， トドマツ林について帯状区法を用い

て種構成と構造の調査を行なった。北限付近に位置するサハリンのアカエゾマツ林に関する詳

しい記載は戦前戦後を通じて初めてのものであり，グイマツ林も南限付近に位置する。

2. 各林分は層構造がかなり明瞭な複層林型をなし，上層構成種はアカエゾマツ林ではア

カエゾマツの他エゾマツ， トドマツ，グイマツの4種，グイマツ林はグイマツ，エゾマツ， ト

ドマツの 3種で，エゾマツ， トドマツ林はこのエゾマツ， トドマツ 2種(ダケカンパも所によ
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り混在)から成り立っている。アカエゾマツ林やエゾマツ， トドマツ林は中下層に後継樹を有

するが，グイマツ林は上層のうっ聞によりみられない。

3. 林床植物はアカエゾマツ林やグイマツ林ではイソツツジがいずれも優占している。ま

た，中西部のエゾマツ・トドマツ林ではゴゼンタチバナやクロウスゴが多くみられる。
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Surnrnary 

In Sakhalin， Picea glehnii forest and Larix gmelini var. jlψonica forest in the southern， and 

Pic，ω jezoensゐ・Abiessachalinensis forest in the west-central part had not been investigated 

regarding species composition and structure. These forests are mainly composed of several 

coniferous species such as Picea glehnii，日Ceajezoensis， Abies sachalinensis and Larix gmelini 

var. japonica， without other broad-leaved tree species. In this paper， three types of Picea 

glehnii dominant forests， (1) P. glehnii-Ledum palustre var. diver古制losumforest， (2) P. glehnii 

-Larix gmelini var. jlψonica-L. palustre var. diversipilosum forest and (3) P. glehnii-Pinus 

ρumila-L. palustre var. diversipilosum forest， Larix gmelini var. jlψonica-Picea jezoensis' Abies 

sachalinensis-A. sachalinensis-L.ρalustre var. diversipilosum forest， and P. jezoensis-A. sa-

chalinensis forest were discussed regarding species composition and structure based on the 

results of research conducted in 1991. 
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写真 1 サハリン南東部の和愛湖南側のハ マナス，ハマニン ニク，エゾノコウボウムギなどの海
浜植生と背景のアカエゾマツ湿地林(J990年7月13日撮影)

Photo 1. Bog forest mainly dominated by Pic回 glehniiat south of Lake BaBaficKoe 
CWaai-ko). The foreground is the coastal vegetation such as Rosa 11Igosa， 
E炉問ISmollis and Ca~町 macrODゆhala communities. Ouly 13， 1990) 

写真一2 7カエ ゾマツ林分調査区 [BPG1]の林況。林床はイソツツ ジが優占する。 (J991年7
月初日撮影)

Photo 2. [BPG 1] Picea glehnii-Ledttrllρaluslre var. diversipilos附nstand. Ouly 26， 
1991) 
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写真 3 7カエゾマツーグイマツ林分調査区 [BPG2]の林況。林床はイソツツジが優占する。
(1991年 7月26日撮影〕

Photo 3. [BPG 2] Picea glehnii-La円。屯 gmelinivar. japonica-Ledum palustre var. diver・
sipilosum stand. (J uly 26， 1991) 

写真 4 7カエソポマッ ハイマツ林分調査区 [BPG3]の林況。林床はイソツツジ，ヤマドリゼ

ンマイ が優占する。 0991年7月27日撮影)

Photo 4. [BPG 3] Picea glehnii-Pinus戸umila-Ledum palust陀 var.diversψilosum' Os-
mltnda cinnamomea var. fokiensis stand. (July 27， 1991) 
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写真一5 向上 [BPG3]の林床。 0991年7月27日撮影〕

Photo 5. Floor 01 the [BPG 3] stand. (July 27， 1991) 

写真←6 グイマツーエゾマッ トドマツ林分調査区 [BLG1]の林況。林床はイソツツジが優占
する。0991年7月27日撮影〕

Photo 6. [BLG 1] Larix gmelini var. japonica-Picea jezoensis' Abies sachaliner.日IS-
Ledum palust何 var.dive悶ψilosumstand. (July 27， 1991) 
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写真一7 サハリ γ中部のスミノレヌイフ 〔気屯〕付近に広がる低湿地と西側の山並0988年7月23
日撮影〕

Photo 7. Landscape of lowland and mountains at the west part of CMIlPHblX City， cen. 
tral Sakhalin. CJuly 23， 1988) 

写真 8 スミノレヌイフ (気屯〕 西部に広がるエゾマツ， トドマツ林 0988年 7月23日撮影)

Photo 8. Pic，四 }ezoens日・Abiessachalinensis forests at the west part of CMfIPHblX City 
CJuly 23， 1988) 
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写真 9 向上のエゾマツ，トドマツ林。上層に枯死個体が顕著な所もみられる。 0991年7月31
日撮影)

Photo 9. Picea jezoen幻's• Abies sachalinensis lorests at the west part 01 CMHpHbIX City 
(J uly 31， 1991) 

写真 10 密生するエゾマッ トドマツ林分の内部。うっ閉Lており，かなり暗い林内で，地床
の植物の被度はごく小さし、。エゾマツ， トドマツ林は概してかなり急な斜面に成立し
ている。 0990年 7月 17日撮影〕

Photo 10. [BPJ 1] Picea jezoensis-Abies sachalinensis stand. (July 17， 1990) 
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写真 11 エゾマツー トドマツ林分調査区 [BPJ1]の林況。 0991年7月31日撮影〉

Photo 11. [BPJ 1] Picea jezoensis-Abies sachalinensis-Vacciniwn ovalifoliu11I' Corn凶
canαdensis stand Ouly 31， 1991) 

写真 12 向上エゾマツートドマツ林分調査区[BPJ1]の林床。林床はクロウスゴやゴゼンタチ
パナが共優占する。0991年7月31日撮影)

Photo 12. Floor of the [BP J 1] Picea jezoensis -A bies sachalinensis -V，αcc口Zlum
ovalifoliunz. Cornus canadensis stand. Ouly 31， 1991) 

361 



362 北海道大学農学部演習林研究報告 第49巻第2号

写真 13 スミノレヌ イフ(気屯)西方奥地の山中に広がるエゾマツ， トドマツ林に発生した1989
年夏の大規模な山火事跡地の状況 0990年7月 17日撮影〕

Photo 13. Landscape after one year from the 1989 forest fire in the Picea jezoensis 
Abi回 sachalin四日isforest area at west of CM"PHbIX City. (J uly 17， 1990) 

写真 14 向上のさらに1年後の状況。山火事跡地一帯では無数のヤナギラ γが侵入して花を咲
かせている。 0991年 7月初日撮影)

Photo 14. Revegetation during two years after the 1989 forest fire. A lot of Etilobium 
angustifolium have been estab!ished there conspicuously. (July 30， 1991) 


